
出雲圏域水害・土砂災害に関する減災対策協議会
（フォローアップ）

出雲圏域：資料４

・令和５年度の取組状況
・令和６年度の取組予定
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凡例： 松江・雲南・出雲圏域共通の取組

出雲圏域の取組

共通

出雲



島根県
※複数機関での取組を含む
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高津川

江の川

神戸川

斐伊川

―県作成済河川

―国作成済河川

□R3年度～作成範囲

□R4年度～作成範囲

項 目 １．想定最大規模降雨に係る洪水浸水想定区域図の作成・周知

内 容

R04～08年度取組 R06年度中に想定最大規模降雨に係る洪水浸水想定区域図を全県管理河川で作成・公表

R05年度取組状況 （西部・隠岐）洪水浸水想定区域の指定・公表した。【R5.12.26指定・公表】
（東部）洪水浸水想定区域図を作成した。

R06年度取組予定 （西部・隠岐）洪水浸水想定区域図の周知
（東部）洪水浸水想定区域の指定・公表

取組機関 島根県

地区名 市町村名

東部 松江市、安来市、雲南市、飯南町、奥出雲町、出雲市、大田市

西部 江津市、浜田市、益田市、川本町、邑南町、美郷町、津和野町、吉賀町

隠岐 隠岐の島町、西ノ島町、海士町、知夫村
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共通



水防本部（県庁河川課水防室）の状況

ホットラインを含めた情報伝達演習を実施

実 施 日：令和5年4月28日
主な内容：洪水予報河川及び水位周知河川における

水位等の伝達について、関係機関と情報
伝達の手順等を確認

項 目 ４．洪水時・土砂災害における河川管理者（気象台）からの情報提供（ホットラインの定着を含む）

内 容

Ｒ05年度取組状況
洪水対応演習（情報伝達）ホットライン訓練を実施した。
土砂災害警戒情報伝達訓練による連絡体制の定着を図った。

Ｒ06年度取組予定
洪水対応演習（情報伝達）ホットライン訓練を実施する。（R6.5.10）
土砂災害警戒情報伝達訓練による連絡体制の定着を図る。（R6.6.6）

取組機関 松江市、安来市、雲南市、飯南町、奥出雲町、出雲市、島根県

県庁砂防課内の状況
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共通

土砂災害警戒情報訓練を実施

実 施 日：令和５年６月９日
主な内容：土砂災害警戒情報の発表や土砂災害危険度

情報等の伝達について、関係機関と情報
伝達の手順等を確認



一般向けチラシ

１．周知の取組状況

◇報道発表

・R5.6月
新聞1社

◇チラシ作成

・出前講座.イベント,
小中学校等へ配布

小学校向けチラシ

２．水防情報システムへのアクセス状況

アクセス数 閲覧数

◇最大アクセス数（R5年度）
１ヶ月当たり（R5.7月）

・アクセス数 306,191
・閲覧ページ数 908,521
1日当たり（R5.7.8）
・アクセス数 35,519
・閲覧ページ数 65,203

３．令和５年度の取り組み

◇水防情報システムのリニューアル
・地図画面への拡大縮小表示機能追加により、
水防観測機器の詳細な位置情報を確認でき
るようになりました。また、多くの方にシステ
ムを利用してもらうため、多言語機能を追加
しました。
◇各水位局の任意しきい値（３値/局）の設定

島 根 県

項 目 5.避難情報の発令判断を的確に行うための水防情報・土砂災害危険度情報提供の充実

内 容

R05年度取組
新水防情報システムの構築（島根県）
各種防災気象情報の改善（松江地方気象台）

R06年度予定
新水防情報システムの運用（島根県）
各種防災気象情報の改善（松江地方気象台）

取組機関 松江地方気象台、島根県

共通

参考：PC版画面
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５
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項 目 ６．水害リスクの高い箇所を監視する水位計等の整備

内 容

R04～08年度取組 浸水被害が発生するなど住民の避難行動を促すため、新たにカメラ等を整備する。

R05年度取組状況 新たにカメラ３箇所、水位計４箇所を整備した。

R06年度取組予定 新たにカメラ５箇所を整備する。

取組機関 島根県

県河川監視カメラ設置位置図

　既設カメラ（４８基）

　R4新設カメラ（１８基）

量水標の設置

河川の水位を確認する
ため、量水標を設置し、

カメラでの確認も分かりや
すくする。
（Ｒ5：３箇所設置）

R5新設箇所一覧表

〈凡例〉
既設カメラ(64基)
R5新設カメラ(3基)

共通

都治川（都治下流）

・玉湯川（花仙橋）
・比津川（センチュリータウン）
・久白川（猪子塚）

飯梨川（矢田）
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項 目 ６．水害リスクの高い箇所を監視する水位計等の整備

内 容

R04～08年度取組 浸水被害が発生するなど住民の避難行動を促すため、新たにカメラ等を整備する。

R05年度取組状況 新たにカメラ３箇所、水位計４箇所を整備した。

R06年度取組予定 新たにカメラ５箇所を整備する。

取組機関 島根県

設 置 状 況

共通

玉湯川（花仙橋） 久白川（猪子塚） 比津川（センチュリータウン）



項 目 ８．水害リスクの高い重要水防区域、危険な箇所の共同点検

内 容

R05年度取組状況
・重要水防区域、危険な箇所、水防資機材等について、河川管理者（島根県）が出雲市・消
防団等と共同点検を令和5年6月13日に実施した。（島根県出雲県土整備事務所）

R06年度取組予定
・重要水防区域、危険な箇所、水防資機材等について、河川管理者（島根県）が出雲市・消
防団等と共同点検を実施する。（島根県出雲県土整備事務所）

取組機関 出雲市、島根県（出雲県土整備事務所）

※写真は出雲市、消防団及び島根県出雲県土整備事務所が合同で実施した
危険箇所の合同点検状況
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出雲

危険箇所：高瀬川 危険箇所：宇那手川



出前講座

項 目 ９．水害・土砂災害危険性の周知促進

内 容
R05年度取組状況 出前講座等により水害・土砂災害危険性を周知した。

R06年度取組予定 出前講座等により水害・土砂災害危険性を周知

取組機関 島根県・松江地方気象台

研修会（県・市町村職員向け）

日時 令和５年５月２３日
対象 県・市町村職員 ３４名
内容 防災気象情報の利活用

（松江地方気象台）
水防法
水防計画
水防情報システム
近年の災害 など
（島根県河川課）

出前講座（河川沿いの保育園向け） 出前講座（住民・要配慮者利用施設向け）

日時 令和５年７月２０日
対象 平田保育所 ３～５歳児 １２６名
内容 紙芝居「たいふうがくるぞ」など

日時 令和５年７月３０日
対象 浜田市消防団員
内容 「豪雨と水防活動について」など
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共通

〈R4当時の写真〉



出前講座

項 目 ９．水害・土砂災害危険性の周知促進

内 容
R05年度取組状況 出前講座等により水害（土砂災害）危険性を周知した。

R06年度取組予定 出前講座等により水害（土砂災害）危険性を周知

取組機関 島根県・松江地方気象台

研修会（県・市町村職員向け）

日時 令和５年５月２３日
対象 県・市町村職員 ２３名
内容 防災気象情報の利活用（松江地方気象台）

土砂災害防止法（島根県砂防課） など

出前講座（自主防災組織向け）

出前講座（高校向け） 出前講座（要配慮者利用施設向け）

日時 令和５年１１月２５日
対象 日下地区自主防災会
内容 土砂災害から身を守ろう

街歩き防災マップの作成 など

日時 令和５年１２月１３日
対象 松江農林高校
内容 土砂災害のメカニズム・対策候補の事例

土砂災害の模型実験・地すべり対策工を考えよう など

日時 令和５年７月２１日
対象 障害者支援施設 １２名
内容 土砂災害から身を守ろう・警戒行動 など
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共通



◆チラシ ◆考える県政 令和５年６月３日

◆防災に関する展示

項 目 ９．水害・土砂災害危険性の周知促進

内 容
R05年度取組状況 出前講座等により水害（土砂災害）危険性を周知した。

R06年度取組予定 出前講座等により水害（土砂災害）危険性を周知

取組機関 島根県

新聞広報等による情報発信
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共通

令和5年8月30日～9月5日
県庁1階ロビー

令和5年6月2日～7月5日
県立図書館1階ロビー

出典：令和5年6月3日 山陰中央新報「考える県政」

◆島根県総合防災訓練
防災展示コーナーを開設し、各防災関係機関による住民
への防災啓発を実施

令和5年10月29日
中海ふれあい公園（安来市）

島根県情報コーナーへの配架など R6継続

R6継続R6継続

R6出水期前に掲載予定



項 目 ９．水害・土砂災害危険性の周知促進

内 容
R05年度取組状況 出前講座等により水害（土砂災害）危険性を周知した。

R06年度取組予定 出前講座等により水害（土砂災害）危険性を周知

取組機関 島根県

研修会
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共通

【令和５年度 島根県自主防災組織リーダー研修】
１．日 時 令和５年１１月２５日（土）～２６日（日）
２．場 所 島根県松江合同庁舎 2階講堂
３．対 象 自主防災組織構成員、自治会関係者、防災士など 合計 ３３名
４．内 容 事例発表、洪水・土砂災害に関する講義、男女共同参画の視点で考える防災、

災害史に関する講義、まちあるき・災害図上訓練 ほか
５．講 師 静岡大学防災総合センター 牛山教授、山口大学大学院 瀧本准教授 ほか

【令和５年度 避難行動要支援者・個別避難計画実務研修】
１．日 時 令和５年12月４日（月） 松江テルサ 大会議室 ほかテレビ会議

令和５年12月５日（火） いわみーる ４０１研修室 ほかテレビ会議
２．受講者 市町村職員、社会福祉協議会、自主防災組織、民生委員等 約８０名
３．内 容 講義「避難にむすびつく防災気象情報の利活用」「医療的ケア児の災害支援」「難病患者の災害支援」

県内市町村による事例紹介、意見交換会（グループワーク）
４．講 師 一般社団法人兵庫県社会福祉士会 西野事務局長 ほか

【令和５年度 島根県防災士養成研修】
１．日 時 ＜第1回＞令和５年６月３日（土）～４日（日）

＜第2回＞令和５年11月11日（土）～12日（日）
２．場 所 島根県職員会館 2階多目的ホール
３．受講者 ＜第1回＞ 70名 / ＜第2回＞ 61名 合計 131名
４．内 容 防災に関する各種講義、救急救命講習、防災士資格取得試験
５．講 師 NPO法人日本防災士会 宮永理事 ほか

R6実施に向け調整中

R6.10頃 大田市にて実施予定

R6.6.8～6.9
県浜田合同庁舎にて実施予定



項 目 １０．要配慮者利用施設の管理者が策定する避難確保計画作成及び訓練実施の支援

内 容
R5年度取組 対象施設に対する説明会の実施、作成支援（協議会全体）

R6年度予定 対象施設に対する説明会の実施、作成支援（協議会全体）

取組機関 協議会全体

【要配慮者利用施設の避難確保計画作成・点検の流れ】

避難確保計画の作成状況
（水害） ［R5.9.30時点］

島根県86.9%（831/958施設）
【松江圏域】
松江市 74.1%（172/232施設）
安来市 86.4%（ 70/  81施設）
【雲南圏域】
雲南市 80.5%（ 33/  41施設）
飯南町 対象施設なし
奥出雲町 対象施設なし
【出雲圏域】
出雲市 93.4%（ 370/ 396施設）
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共通

◆雲南市・奥出雲町・飯南町
（R05年度予定）計画策定等に係る資料の
提供及び指導助言



項 目 １１．河川改修、堆積土砂の撤去等による洪水氾濫を未然に防ぐ対策

内 容
R05年度取組状況 河川改修による洪水氾濫を未然に防ぐ対策を実施した。

R06年度取組予定 河川改修による洪水氾濫を未然に防ぐ対策を実施する。

取組機関 出雲市、島根県（出雲県土整備事務所）

新内藤川 寺田橋上流 整備状況

令和５年度 整備状況（寺田橋から上流） 令和５年度 整備状況（南濱橋から下流）
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出雲



項 目 １１．河川改修、堆積土砂の撤去等による洪水氾濫を未然に防ぐ対策

内 容
R05年度取組状況 河川改修による洪水氾濫を未然に防ぐ対策を実施した。

R06年度取組予定 河川改修による洪水氾濫を未然に防ぐ対策を実施する。

取組機関 出雲市、島根県（出雲県土整備事務所）

赤川（整備状況）令和５年度本改修箇所

赤川（整備状況）令和５年度本改修箇所 塩冶赤川（整備状況）令和５年度本改修箇所

塩冶赤川（整備状況）令和５年度本改修箇所

15

出雲



項 目 １１．河川改修、堆積土砂の撤去等による洪水氾濫を未然に防ぐ対策

内 容
R05年度取組状況 河川改修による洪水氾濫を未然に防ぐ対策を実施した。

R06年度取組予定 河川改修による洪水氾濫を未然に防ぐ対策を実施する。

取組機関 出雲市、島根県（出雲県土整備事務所）

令和５年度 午頭川 浜郷橋下流付近整備状況 令和５年度 午頭川 浜郷橋上流付近整備状況
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出雲



項 目 １１．河川改修、堆積土砂の撤去等による洪水氾濫を未然に防ぐ対策

内 容
R05年度取組状況 通水を阻害する堆積土砂や立木を計画的に撤去した。

R06年度取組予定 通水を阻害する堆積土砂や立木を計画的に撤去する。

取組機関 出雲市、島根県（出雲県土整備事務所）

施工前 令和５年度施工後

羽根川

神戸川
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出雲
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項 目 １２．排水施設、排水資機材等の情報を共有

内 容
R05年度取組状況 令和5年度水防計画、ホームページにより排水施設、排水資機材等の情報共有を行った。

R06年度取組予定 令和6年度水防計画により排水施設、排水資機材等の情報共有を行う。

取組機関 協議会全体

令和６年度 水防計画抜粋

共通



松江地方気象台
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項 目 5.避難情報の発令判断を的確に行うための水防情報・土砂災害危険度情報等提供の充実

内 容
Ｒ05年度取組 顕著な大雨に関する気象情報をより早く提供 線状降水帯による大雨の危機感を少しでも早く伝え

るため、予測技術を活用し現在より30分程度早く発表。

Ｒ06年度予定 線状降水帯による大雨の可能性を半日前から府県単位での呼びかけ。

取組機関 松江地方気象台

共通

気 象 庁

従前： 従前より
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項 目 5.避難情報の発令判断を的確に行うための水防情報・土砂災害危険度情報等提供の充実

内 容
Ｒ05年度取組 顕著な大雨に関する気象情報をより早く提供 線状降水帯による大雨の危機感を少しでも早く伝え

るため、予測技術を活用し現在より30分程度早く発表。

Ｒ06年度予定 線状降水帯による大雨の可能性を半日前から府県単位での呼びかけ。

取組機関 松江地方気象台

気 象 庁

共通

令和6年
5月下旬～

21



項 目 5.避難情報の発令判断を的確に行うための水防情報・土砂災害危険度情報等提供の充実

内 容
Ｒ05年度取組 顕著な大雨に関する気象情報をより早く提供 線状降水帯による大雨の危機感を少しでも早く伝え

るため、予測技術を活用し現在より30分程度早く発表。

Ｒ06年度予定 線状降水帯による大雨の可能性を半日前から府県単位での呼びかけ。

取組機関 松江地方気象台

共通

令和6年
5月下旬～
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項 目 5.避難情報の発令判断を的確に行うための水防情報・土砂災害危険度情報等提供の充実

内 容
Ｒ05年度取組 台風予報円及び暴風警戒域を絞り込んで発表。

Ｒ06年度予定 -

取組機関 松江地方気象台

共通
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項 目 7.住民の水害・土砂災害に対する防災意識の向上に資する出前講座や広報紙を活用した防災知識の普及や訓練

内 容
Ｒ05年度取組 「島根県総合防災訓練」において、展示ブースを開設

Ｒ06年度予定 引き続き、依頼に基づき、出前講座等の実施や各種訓練に協力する。

取組機関 松江地方気象台

共通

「島根県総合防災訓練」において 展示ブースを開設

10月29日に安来市で開催された「島根県総合防災訓練」に参加
広く一般住民に向け防災に関する展示・解説を実施

・雨量計のカットモデルを展示し、構造・観測原理等を説明。
・気象庁が発表する様々な防災気象情報について、説明パネルを掲示。
パンフレットを配布し、防災知識の普及・啓発を行い、住民の防災意識向上に寄与。24



項 目 10.要配慮者利用施設の管理者が策定する避難確保計画作成及び訓練実施の支援（水害・土砂災害）

内 容
Ｒ05年度取組 洪水浸水想定区域内の要配慮者（社会福祉施設等）利用施設の管理者が策定する避難計画作成等の支援

や定住外国人等を対象とした避難情報の提供、避難訓練の実施支援

Ｒ06年度予定 引き続き、避難情報の提供、避難計画作成等や避難訓練の支援に協力する。

取組機関 松江地方気象台

共通

＜要配慮者対策係による講演＞

25



項 目 14.他機関と多角的に連携し、地域を挙げて防災意識の向上を図る。

内 容

Ｒ05年度取組 「あなたの町の予報官」による地域防災支援業務の強化

Ｒ06年度予定
引き続き、各市町村の防災対応について、専任職員「あなたの町の予報官」が、web等も活用し平常時から
きめ細かく支援する。

取組機関 松江地方気象台

共通

※あなたの町の予報官テレビ＝気象台による防災気象情報の解説（Web）
26



市町村防災担当者向けに、「あなたの町の予報官テレビ」と題した
情報提供コンテンツを、毎週金曜日夕方に「youtube」にて配信。
週末にかけて、県内の気象に関する留意点等を動画にて平易に解説
（大雨等が見込まれる際は、随時配信）。
併せて平日は、毎日16時に「防災メール」を配信し、きめ細かく防災対応を支援。

あなたの町の予報官テレビ（R6年度も継続実施）

実際のWeb共有画面

項 目 14.他機関と多角的に連携し、地域を挙げて防災意識の向上を図る。

内 容
Ｒ05年度取組 市町村防災担当者向けに、「あなたの町の予報官テレビ」と題した情報提供コンテンツを、

毎週金曜日夕方に「youtube」にて配信 併せて平日は、毎日16時に「防災メール」を配信

Ｒ06年度予定 各市町村の防災対応について、専任職員「あなたの町の予報官」が、web等も活用し平常時からきめ
細かく支援する。

取組機関 松江地方気象台

共通
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・土砂災害・洪水災害が発生するおそれがある状況を想定し、気象台等から
発表される様々な情報を参照しながら、グループワークを実施。

・各種防災気象情報への理解・有効活用とともに、体制強化や避難情報発令の
タイミングなどに関する検討を行い、判断のポイントを学んでいただくことに
よって地域防災対応力の向上を支援。

市町村防災担当者向け「気象防災ワークショップ」を開催

「zoom」による実際のWeb共有画面

項 目 14.他機関と多角的に連携し、地域を挙げて防災意識の向上を図る。

内 容

Ｒ05年度取組 市町村防災担当者向け「気象防災ワークショップ」を開催

Ｒ06年度予定
地方公共団体における防災担当職員等養成の一環として、依頼に基づく助言・講演や各種ワークショップを
開催する。

取組機関 松江地方気象台

（R6年度も継続実施）

共通
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・Web会議ツール「Zoom」を利用した「報道機関との懇談会」を
鳥取地方気象台及び島根・鳥取両県内の河川・国道事務所と共同開催

・水害をはじめとする防災知識の普及・啓発・周知について連携を強化
・Web開催により 放送局・新聞社等広域かつ多数の機関を同時に結んだ
効果的・効率的な連携を実現

・雪害等もテーマに、出水期に限らず通年で開催

報道機関との懇談会を定期的に開催 （R6年度も継続実施）

項 目 14.他機関と多角的に連携し、地域を挙げて防災意識の向上を図る。

内 容
Ｒ05年度取組 報道機関との懇談会を定期的に開催

Ｒ06年度予定 報道機関等部外との懇談会・打合せを定期的に開催する。

取組機関 松江地方気象台

共通

【開催実績と気象台からの話題提供】
第6回 令和5年7月7日「二重偏波気象レーダーについて」「「顕著な大雨に関する気象情報」の新たな運用について」
第7回 令和5年11月30日「冬期気象状況の経年変化、予想される冬の天候、雪に関する気象情報について」

29



出雲河川事務所

30



項 目 ７．住民の水防災・土砂災害意識の向上に資する出前講座や広報紙を活用した防災知識の普及や訓練

内 容
R05年度取組 ・出前講座による水防情報の入手、活用方法等の普及について、取り組んだ。

R06年度予定 ・出前講座による水防情報の入手、活用方法等の普及について、引き続き取り組む。

取組機関 出雲河川事務所

マイ・タイムラインとは住民が一人ひとりのタイムライン（防災行動計画）であり、台風等の接近による大雨によって河
川の水位が上昇する時に、自分自身がとる標準的な防災行動を時系列的に整理し、自ら考え命を守る避難行動のための一助
とするものです。
その検討過程では、市区町村が作成、公表した洪水ハザードマップを用いて、自らの様々な洪水リスクを知り、どのよう
な避難行動が必要か、また、どういうタイミングで避難することがよいのかを自ら考え、さらには、家族と一緒に日常的に
考えるものです。

■マイ・タイムライン

■令和５年度 防災知識の普及、マイ・タイムライン作成支援状況

31

共通

マイ・タイムラインを住民が自ら作成するための支援、普及のため、流域の小学生に対して、斐伊川や神戸川の水害リス
クや防災情報と合わせて、マイ・タイムラインの目的や検討・作成方法について出前講座で説明を行いました。

・日 時：令和５年１０月６日（金）
・場所等：城北小学校
・対象者：城北小学校

出前講座の状況

マイ・タイムライン検討ツール

・日 時：令和５年１０月１１日（水）
・場所等：大橋川コミュニティーセンター
・対象者：松江第三中学校

出前講座の状況



項 目 １２．排水施設、排水資機材等の情報を共有

内 容
R05年度取組 ・水防連絡会等により、排水施設、排水資機材等の情報の共有を行った。

R06年度予定 ・水防連絡会等により、排水施設、排水資機材等の情報の共有を行う。

取組機関 出雲河川事務所

斐伊川水系水防連絡会
【令和５年度】
令和６年６月１６日にテレビ会議方式で実施。

洪水予報連絡会・水防連絡会開催状況
（WEB）

■水防管理団体等と河川管理者との間において水防に必要な情報の交換を行い、洪水時等における協力体制

の強化を図ることを目的として、『斐伊川水系水防連絡会』を開催。

■関係機関の備蓄水防資機材の整備状況、出雲河川事務所の災害対策用機械の保有状況及び支援要請方法等

を確認。

■関係機関の水防連絡体制（系統）を確認。

■水防団の知識・技能向上に向け水防専門家派遣制度等を紹介。

○備蓄水防資機材情報の共有及び非常時における相互支援方法の確認

32

共通



項 目 １４．他機関と多角的に連携し、地域を挙げて防災意識の向上を図る。

内 容
R05年度取組 ・報道機関等部外との懇談会・打合せを行った。

R06年度予定 ・報道機関等部外との懇談会・打合せを定期的に行う。

取組機関 出雲河川事務所

地域住民に情報を提供している新聞・テレビ・ケーブルテレビ、コミュニティＦＭ等の特性を活かし、
住民が行動を起こすことにつなげるため、報道機関との意見交換会を実施

◆報道機関と松江地方気象台、出雲河川事務所、浜田河川国道事務所との合同懇談会を開催

○報道機関との連携

■令和５年度 実施状況

■令和６年度 実施予定

引き続き意見交換会を開催し、情報共有を行う
○第１回 日時：令和６年６月頃開催予定 33

共通

◆開催状況
（第１回）
○日時：令和５年７月７日（金）
○場所等：Web会議
○テーマ
・「洪水予報と河川に関する情報の発
信について」
・「「顕著な大雨に関する気象情報」の
新たな運用について」
・「二重偏波気象レーダーについて」
※令和５年度は鳥取県内の国土交通
省と気象台も合同で開催。

令和５年７月７日 報道機関と松江地方気象台との合同懇談会（Ｗｅｂ会議）



出雲市
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〇出雲市の取組状況

項 目 ２．水害ハザードマップの改良・周知

内 容

Ｒ05年度取組状況 出前講座やホームページ等を活用し、ハザードマップの周知を行った。

Ｒ06年度取組予定
引き続き、出前講座やホームページ等を活用し、ハザードマップの周知を
行う。

取組機関 出雲市

出雲
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項 目 ７.住民の水防災・土砂災害意識の向上に資する出前講座や広報誌を活用した防災知識の普及や訓練

内 容

R05年度取組状況
出前講座や広報誌、ホームページ等を活用し、防災知識の普及、マイタイムライン作成
について周知した。

R06年度取組予定
出前講座や広報誌、ホームページ等を活用し、防災知識の普及、マイタイムライン作成
について周知する。

取組機関 出雲市

広報いずも６月号（５月１９日発行）に、
大雨や土砂災害への備えについて掲載 36

出雲



項 目 ９．水害・土砂災害危険性の周知促進

内 容

R05年度取組状況
・学校、地域、企業等を対象とした防災学習・防災講座を実施した。
・外国人住民に向けに通訳を介した防災学習・防災講座を実施予定。（令和６年２月）
令和５年度実績 ４４件（令和５年１２月１日時点）

R06年度取組予定
・出前講座等により過去の浸水状況を周知するとともに、ハザードマップ等を活用し水害（土砂
災害）危険性を周知する。

取組機関 出雲市

〇出雲市の取組状況

左：出雲市立塩冶小学校における防災学習 右：外国人住民向け防災学習（令和４年）
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